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4 おわりに 

 自然から学び自然の摂理を解き明かすために、或いは持続的文明社会の達成を可能にす

る新たなイノベーションの創成を目指して、科学者は様々な分野で日夜奮闘している。そ

の科学者を代表する日本学術会議は、2011年に「理学・工学分野における科学・夢ロード

マップ」を公表した。社会との関係を視野に入れつつ日本の科学・技術の将来像を科学者

の立場から展望したもので、一般の人々にもわかりやすく示すことを旨とした。夢ロード

マップと謳ってはいるが、決して科学者の「見果てぬ夢」ではなく、期待を込めつつも現

実を見据えて科学・技術の到達目標を提示している。今回の報告はその改訂版で、理学・

工学に属する 11の分野別委員会がそれぞれの専門領域を担当し、さらに関連する学協会の

協力を得て、内容をより充実させたものである。また、先の東日本大震災への科学者の対

応が不十分であったとの反省に立ち、科学が社会に対していかなる貢献ができるか、また

逆にどのような貢献が期待されているかという視点が加味されている。 

 学術研究においては、自然界の真理の探究を通して人類の文化的価値を生む「基礎研究」

と、社会に役立つ新たな技術を創造すると共に人類が直面する諸課題を着実に解決する「応

用研究」、その双方の均衡の取れた発展を目指すことが重要である。基礎研究と応用研究、

さらに両者を連結する目的指向型研究または課題解決型研究の将来像全体を俯瞰すること

によって初めて、我が国の科学・技術の発展の道程を示すことができる。本報告ではこの

ような観点に立ち、理学•工学の幅広い専門領域及び融合領域から多数の科学者が参加して、

ビジョンとロードマップの形でまとめてある。現代社会の直面する諸問題に対して我々の

科学・技術が力不足であることは否めないが、我々の生活が科学・技術の進歩によって支

えられていることも事実である。科学が社会の発展に貢献し社会の将来を約束するために

は、担い手となる科学者の高い見識と志、そして高い責任感と倫理観が必要であるとの自

覚のもと、本報告を公表する。 
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＜参考資料２＞理学・工学分野における科学・夢俯瞰マップ（技術） 
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